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比較対象となる観光地

右の表に記載されている
箱根町を含む19観光地
を対象とする。

しかし、市・町・村と自
治体の規模が異なる。

箱根町の比較対象として
適切な観光地はどこか。

(「地域を強く。地域経済の分析セミナー
～地域づくりと地域経済の関係を紐解く～」
2022/3/7 、日本政策投資銀行グループ、株式会社価値総合研究所 より抜粋）



宿泊業・飲食サービス業の事
業所数・従業者数

宿泊業・飲食サービス業の事業所数・従業者数

全産業の事業所数・従業者数

箱根町 事業所の割合 ：45.1％

従業者数の割合：56.3％

同様に比重が大きい市町村は

・草津町(事業所3位（40.5％）、従業者2位（51.5％）)

・山ノ内町(事業所4位（37.8％）、従業者4位（40.3％）)

・山中湖村(事業所1位（50.1％）、従業者3位（40.9％）)

→宿泊業・飲食サービス業の比重が大き
い上記３つの市町村が比較対象に最適。



4観光地 比較(付加価値額)

事業所等に関する集計 企業等に関する集計

箱根町は付加
価値額の減少
率が他地域と
比べて低い

付加価値額のデータは「経済センサスー活動調査」より引用



なぜ箱根町は付加価値額の減少率が小さいのか

宿泊業・飲食サービス業付加価値額≒観光消費額（宿泊費、飲食費）

（RESAS_観光政策「地域が観光で稼ぐための政策立案に向けて」東京都立大学都市環境学部観光科学科 清水哲夫教授より抜粋）



観光入込客数の変化

仮定：一人当たりの観光消費額は定数

箱根町の観光入込客数の減少率は
草津町と比べて大きい

付加価値額の減少率も箱根町の方
が大きくなるのではないか。

しかし、実際の付加価値額の減少率は

箱根町＜草津町

箱根町の観光消費額に影響を与えている
のは一人当たりの観光消費額と予測でき
る。



一人当たりの観光消費額

1人あたり観光消費額（宿泊費・飲
食費）の増加率

箱根町：116％ 熱海市：113％

高山市：103％ 下呂市：107％

箱根町

観光入込客数の減少率は大きいにも
関わらず、観光総消費額の減少率は
小さい。

⇒一人当たりの観光消費額の増加率
が他の観光地と比べて大きくなって
いる。

2016年～2021年の一人当たりの観光消費額の推移



アンケート及びヒアリング調査の実施

アンケート調査(google form で実施)

 調査対象：箱根町で宿泊業を営む宿泊施設

 調査期間：2月下旬ごろ

 回答数：7（湯本：4、仙石原：2、強羅：1）

 目的：前頁の仮説の検証および各要因の分析

 主な調査事項

・1人当たりの1泊の宿泊費および飲食費（上昇率とその要因）

・2019年度(コロナ前)と2021年度(コロナ禍)の客室稼働率

・旅行者による旅行支援の利用率や売上に占める割合

ヒアリング調査(対面及びzoom

での実施)

 調査対象：回答者から抽出

 調査機関：3/13 箱根ゆとわ

3/18 箱根パークス吉野

 ヒアリング内容

・2019年度と2021年度の営業

・1泊当たりの宿泊費の変化とその要因

・旅行支援その他の取り組み

・外国人観光客（インバウンド）



アンケート集計結果

回答サンプル概要

回答数…7(エリア内訳：湯本温泉4/仙石原温泉
2/強羅温泉1)

1泊当たりの価格(宿泊費及び飲食費)の変化

すべての宿泊施設で宿泊費及び飲食費は上昇していた。要因として、人件費・材料費・光熱

費の他に、1室あたりの宿泊客の減少を回答した宿泊施設もあった。

客室稼働率の変化

2019年平均客室稼働率：

72.3％
2021年平均客室稼働率：

42.5％

多くのサンプルにおいて客室稼働率は
2019年から2021年にかけて大きく減
少した。

一方で、「事業所G」は41.2％から
62.5％とおよそ1.5倍の増加となった。

旅行支援利用率及び旅行支援の売上に占める割合

（旅行支援利用率及び売上に占める割合のサンプル数は4となった。）

旅行支援利用率及び売上に占める
割合は「事業所G」が他のサンプ
ルと比較して大きい結果が得られ
た。



アンケート調査・ヒアリング調査を実施した結果、
箱根町の観光業において「一人当たり観光消費額」
は10～20％増加していた。

また、その要因として「人件費の増加」や「材料
費・光熱費の高騰」が大きな要因となっていた。

まとめ・考察

宿泊費や飲食費が増加したとしても、多くの観
光客が箱根町を訪れ、消費活動を行ってもらえ
ることが箱根の強みなのではないか。



箱根町の強みとは

 箱根町への訪れやすさ

…新宿から小田急小田原線で簡単に行くことができる。また、新幹線
や在来線特急を使って遠方からでも小田原駅まで素早く移動できる。

〔箱根ゆとわ 宮越様〕

「東京に宿を取り、滞在中の中日に箱根を訪れる外国人観光客が多くいらっしゃる」
⇒東京都からの訪れやすさが外国人観光客が多い理由の1つなのではないか。

 小田急グループの存在

…グループ会社が運営する施設も箱根にはいくつか存在する。また、箱根町の
移動手段である登山鉄道やケーブルカーの運行も小田急が行っている。

⇒企業と自治体が連携し、コロナ禍を箱根町一体となって乗り越えようと動
いた部分もかなり大きいのではないか。



今回の調査研究の留意点と今後の課題

 アンケート調査のサンプルの偏り

2019年度の客室稼働率は強羅エリアとその他エリアでは大きな差異が生じ
ていた。

⇒強羅エリアのその他施設においても「箱根ゆとわ」と同様の動きをして
いたのか検証する必要性がある。

⇒もしエリアごとに異なる動きをするのであれば、今後の調査研究ではい
くつかのエリア毎に財政状況を調査することも重要なのではないか。

 比較対象とした地域のデータ収集不足

e-statや自治体・DMOへの依頼を通じてデータの収集を行ったが、思って
いた以上にデータが集まらなかった。

⇒経済センサスを主に扱ったため5年間隔となった。そのため、如何にし
て5年間のデータを補完し、より詳細な分析を行うかが課題として残った。


